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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

注
射
ビ
ス
フ
ォ
ス
ホ
ネ
ー

ト
製
剤
（
Ｂ
Ｐ
製
剤
）
が
顎

骨
壊
死
に
関
連
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
以
降
、
さ
ら
に

国
内
に
２
０
０
万
人
治
療
を

受
け
ら
れ
て
い
る
骨
粗
鬆
症

の
患
者
さ
ん
に
経
口
の
Ｂ
Ｐ

製
剤
が
処
方
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
こ
れ
ら
の
患
者

さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
御
心
配
の
先

生
も
多
い
と
思
う
。
本
講
演

で
は
、
Ｂ
Ｐ
製
剤
投
与
中
の

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
つ
い

て
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

お
話
し
す
る
。
ま
た
、
先
生

方
が
口
腔
外
科
を
学
ば
れ
て

い
た
頃
と
、
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
口
腔
外
科
臨
床
の
現

日
時　

10
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
２
０
人

講
師　

嵩
原
安
三
郎
氏
（
弁
護
士
）

会
費　

会
員
２
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ベ
テ
ラ
ン
弁
護
士
が
み
た　

雇
用
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
と
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
」

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

小
川
歓
氏
（
都
島
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
抜
髄
症
例
を
無
菌
に
す
る
⁉―

チ
ェ
ア
ー
サ
イ
ド

嫌
気
培
養
シ
ス
テ
ム
」

大
阪
市
東
部
地
区
主
催
･
大
阪
市
北
部
地
区
共
催

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

福
西
啓
八
氏
（
西
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
医
事
紛
争
の
傾
向
と
対
策―

リ
ー
マ
ー
か
ら

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
紛
争
ま
で
」

大
阪
市
西
部
地
区
主
催

場
に
つ
い
て
、
ま
ず
創
傷
治

癒
・
消
毒
・
手
洗
い
・
術
後

感
染
予
防
抗
菌
剤
の
適
正
使

用
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
す

る
の
で
、
口
腔
外
科
だ
け
で

な
く
日
常
の
診
療
の
お
役
に

立
て
て
い
た
だ
け
る
と
思

う
。
さ
ら
に
が
ん
治
療
認
定

医
（
歯
科
口
腔
外
科
）
の
お

話
を
し
な
が
ら
、
医
師
、
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師

の
専
門
性
に
か
か
わ
る
資
格

と
し
て
日
本
の
専
門
医
制
度

問
題
に
つ
い
て
現
在
行
わ
れ

て
い
る
取
り
組
み
、
ま
た
公

示
方
法
の
問
題
と
解
釈
に
つ

い
て
も
、
お
話
し
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
の
専
門
医
に

対
す
る
考
え
方
や
そ
の
公
示

方
法
に
つ
い
て
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
、

私
の
専
門
で
あ
る
口
腔
が
ん

に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｐ
の
方
へ
の

そ
の
早
期
発
見
の
意
義
と
方

法
な
ど
を
お
話
し
す
る
。
ご

質
問
に
つ
い
て
も
お
答
え
す

る
の
で
、
講
演
中
に
な
ん
な

り
と
ご
質
問
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

11月度生涯
研 修 抄 録

今
昔
、ビ
ス
フ
ォ
ス
ホ
ネ
ー
ト
の

そ
の
後
と
口
腔
外
科
の
変
遷

大
倉 

正
也

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

　
　
　

※
明
細
書
発
行
義
務
化
免
除
の
手
続
き
に
つ
い
て
も

解
説
し
ま
す

レ
セ
プ
ト
電
子
請
求（
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
）の
適
用
除

外
手
続
き
説
明
会

な
が
ら
歯
学
生
は
い
な
い
）、

奈
良
県
民
な
ど
３
８
８
人
が

参
加
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の

鹿
児
島
県
の
つ
ど
い
参
加
者

数
３
２
５
人
を
上
回
る
盛
況

日
・
19
日
に

奈
良
女
子
大

学
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
。

　

つ
ど
い
に

は
医
師
・
医

学
生
（
残
念

　

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
終
着
の

都
か
ら
世
界
の
非
核
平
和

を
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に

「
第
21
回
つ
ど
い
」が
９
月
18

木
梅
治
氏
が
公
演
し
た
。
終

演
後
の
休
憩
で
、
目
の
ま
わ

り
を
赤
く
腫
ら
し
た
り
、
う

る
う
る
と
さ
れ
た
方
を
多
く

見
か
け
た
。
被
爆
者
の
実
相

老
の
「
仏
教
者
の
挨
拶
」
が

あ
っ
た
。こ
の
日
の
た
め
に
、

「
平
和
」
の
揮
毫
を
頂
い
た

安
田
長
老
は
世
界
宗
教
者
平

和
会
議
日
本
委
員
会
の
常
務

ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

記
念
企
画
の
芝
居
・
読
み

語
り
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

（
作
：
井
上
ひ
さ
し
）を
佐
々

を
直
載
的
に
表
現
す
る
の
で

は
な
く
、
平
和
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
を
ほ
の
ぼ
の
と
、

し
か
し
力
強
く
訴
え
る
公
演

に
参
加
者
が
感
動
し
た
と
思

わ
れ
る
。
続
い
て
奈
良
の
名

刹
・
薬
師
寺
の
安
田
暎
胤
長

理
事
で
も
あ
る
。
長
老
は
世

界
中
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
平

和
を
希
求
し
て
い
る
が
、
宗

教
戦
争
や
宗
教
由
来
の
紛
争

が
起
こ
る
の
は
、
そ
の
宗
教

を
司
る
宗
教
人
に
よ
る
と
語

っ
た
。
テ
ィ
ル
マ
ン
・
Ａ
・

良
か
ら
第
一
歩
を
踏
み
だ
そ

う
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
地

の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
い
ず
れ
も
核
兵
器
廃
絶

の
た
め
の
創
造
的
な
行
動
を

提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
の
22
回
つ
ど
い
を
埼
玉

ラ
フ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争

防
止
国
際
医
師
会
議
）
理
事

の
記
念
講
演
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
」、

「
世
界
の
平
和
に
向
け
、
奈

始
さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

運
動
と
世
論
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
つ
ど
い

を
終
了
し
た
。

日
時　

11
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

県
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
、

「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
締
結
に

向
け
、
２
０
１

５
年
ま
で
に
は

条
約
交
渉
が
開

核
廃
絶
の
た
め
の
創
造
的
な
行
動
提
起

第
21
回
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

山
上
紘
志 

副
理
事
長

日時　10月31日（日）午後１時～４時
 　（午後１時～１時50分はDVD「どうするアンポ」上映）
会場　保険医会館５階
講師　小森陽一氏（東京大学教授・「九条の会」事務局長）
内容　普天間基地問題でもＮＰＴ再検討会議でも「北朝鮮

問題」は恒に危機あおりの道具となり、そしてこの
国で九条を変えようとしてきた勢力は常に使ってき
ました。それはこの国の政局の根深い闇の部分と結
びついています。こうした政治の全体像を明らかに
したいと思っています。（小森陽一）

※参加費無料。お問い合わせは歯科事務局まで。

おおさか医科・歯科九条の会 秋の講演会

世界で活かせる憲法九条
九条の思想が導くもの、日本の役割

日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
原
啓
子
氏
（
デ
ン
タ
ル
タ
イ
ア
ッ
プ
代
表
、
歯
科

衛
生
士
、
経
営
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
新
人
が
育
つ
医
院　

育
た
な
い
医
院　

ど
こ
が
違

う
の
か
」

院
長
経
営
講
座

（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
統
合
機
能
口

腔
科
学
顎
口
腔
病
因
病
態
制
御
学
講
座
准
教
授

）

日
時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時
〜
５
時

集
合　

南
海
本
線
七
道
駅
改
札
口
２
時
集
合
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅

５
時
解
散
）

コ
ー
ス　

鉄
砲
鍛
冶
屋
敷―

妙
國
寺―

堺
刃
物
伝
統
産
業
会

館―

方
違
神
社

懇
親
会　

廣
龍
（
中
華
料
理
）、
会
費　

３
０
０
０
円

※
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ（
in
ス
イ
ス
）参
加
者
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
あ
り

「
第
２
回
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」

堺
･
高
石
･
和
泉
地
区
主
催

　

協
会
・
保
団
連
は
、
10
月

か
ら
新
し
い
請
願
署
名

（
※
）
と
新
し
い
会
員
署
名

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

予
算
や
法
律
を
決
め
る
と

き
に
議
員
が
い
ち
ば
ん
気
に

か
け
る
の
が
国
民
の
反
応
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
署
名
は

議
員
が
世
論
を
知
る
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
す
。

　

「
歯
科
医
療
改
善
を
求
め

る
署
名
」（
05
年
〜
06
年
）

は
、
歯
科
単
独
署
名
で
こ
れ

ま
で
最
も
多
い
27
万
筆
を
集

め
ま
し
た
。
結
果
、
低
点
数

や
文
書
提
供
問
題
が
国
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
長
年
据
え

置
か
れ
た
点
数
の
引
き
上
げ

や
文
書
提
供
の
締
め
付
け
を

緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

１
８
０
０
万
筆
を
集
め
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

署
名
や
繰
り
返
し
取
り
組
ま

れ
た
社
会
保
障
費
自
然
増
の

２
２
０
０
億
円
削
減
撤
回
を

求
め
る
署
名
は
、
実
行
し
た

自
公
政
権
の
閣
僚
で
す
ら
制

度
の
廃
止
や
方
針
撤
回
を
表

明
す
る
状
況
を
作
り
出
し
ま

し
た
。
署
名
で
形
成
さ
れ
た

世
論
が
さ
ら
に
広
が
り
、
09

年
８
月
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
即
時
廃
止
や
社
会
保

障
費
２
２
０
０
億
円
の
削
減

撤
回
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
た

民
主
党
が
政
権
に
つ
き
ま
し

た
。

　

大
阪
府
で
は
08
年
７
月
、

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
等
の
４

医
療
費
助
成
制
度
の
窓
口
負

担
引
き
上
げ
を
打
ち
出
し
ま

し
た
が
、
協
会
や
大
阪
社
会

保
障
推
進
協
議
会
な
ど
が
直

ち
に
助
成
制
度
改
悪
反
対
署

名
に
取
り
組
み
、
同
年
９
月

府
議
会
で
全
会
派
一
致
の
医

療
費
助
成
制
度
改
悪
反
対
の

決
議
が
挙
げ
ら
れ
、
窓
口
負

担
増
も
実
施
で
き
な
い
状
況

に
追
い
込
み
ま
し
た
。

　

会
員
、
家
族
、
ス
タ
ッ
フ

そ
し
て
患
者
さ
ん
の
署
名

は
、
国
や
自
治
体
を
動
か
す

大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
請
願
署
名
と
は

　

憲
法
16
条
「
請
願
権
」
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権

利
で
す
。「
請
願
権
」
と
は
、
国
民
が
直
接
国
や
地
方
の
諸

機
関
に
要
求
を
提
出
で
き
る
権
利
で
、
国
民
の
声
を
政
治
に

生
か
す
た
め
も
の
で
す
。
官
公
署
は
、「
請
願
法
」
５
条
に

よ
っ
て
、
国
民
の
要
求
を
「
受
理
し
誠
実
に
処
理
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
国
や
地
方
の
行
政
機
関
は
国
民
の
要
求
に
対

し
て
は
議
会
な
ど
で
「
誠
実
に
」
審
議
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

積み重ねると政治が動きます

署名は歯科医と国民の意思を
国・自治体・議員に伝えるツールの

署

効 果

名
　

９
月
18
日
、
19
日
に
奈
良
市
内
で
開
か
れ
た
「
第
21
回

反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
で
副
実
行
委
員
長
を
務

め
た
山
上
紘
志
副
理
事
長
の
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。


